
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

三

五

〇

号

在
外
公
館
の
災
害
時
に
お
け
る
安
全
確
保
等
在
留
邦
人
保
護
に
対
す
る
体
制
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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在
外
公
館
の
災
害
時
に
お
け
る
安
全
確
保
等
在
留
邦
人
保
護
に
対
す
る
体
制
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

二
〇
〇
七
年
十
一
月
十
九
日
、
総
務
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
末
ま
で
の
期
間
、
我
が
国
の
在

外
公
館
全
百
九
十
六
の
う
ち
在
留
邦
人
や
観
光
客
の
多
い
三
十
二
カ
国
に
あ
る
在
外
公
館
三
十
六
（
以
下
、
「
在
外
公
館
」
と

い
う
。
）
と
全
二
百
七
十
二
あ
る
日
本
人
学
校
等
の
う
ち
三
十
一
カ
国
に
あ
る
日
本
人
学
校
等
三
十
八
校
を
対
象
と
し
て
行
わ

れ
た
、
在
留
邦
人
の
安
全
対
策
の
た
め
の
「
在
外
公
館
」
及
び
日
本
人
学
校
等
の
体
制
の
調
査
に
基
づ
く
「
在
外
邦
人
の
安
全

対
策
等
に
関
す
る
行
政
評
価
・
監
視
結
果
に
基
づ
く
勧
告
」
（
以
下
、
「
勧
告
」
と
い
う
。
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、

（
�
）

「
在
外
公
館
」
に
お
け
る
在
留
邦
人
と
の
連
絡
体
制
の
整
備
状
況
に
つ
き
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
末
の
時
点
で
、

在
留
邦
人
と
の
間
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
携
帯
電
話
を
含
む
有
線
電
話
に
よ
る
緊
急
連
絡
網
は
、
「
在
外
公
館
」
の
中
で

は
在
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
で
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
情
報
伝
達
訓
練
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
、
在
タ
イ
、

チ
ェ
コ
大
使
館
並
び
に
在
上
海
総
領
事
館
で
は
、
緊
急
連
絡
網
は
整
備
し
て
い
る
が
有
効
に
機
能
し
な
い
状
態
に
あ

り
、
情
報
伝
達
訓
練
も
未
実
施
で
、
ま
た
定
期
的
に
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
在
外
公
館
は
皆
無
で
あ
る
。

（
�
）

「
在
外
公
館
」
に
お
け
る
休
館
時
等
の
連
絡
体
制
の
整
備
状
況
に
つ
き
、
在
イ
ン
ド
大
使
館
に
お
い
て
は
留
守
番

電
話
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
語
を
十
分
理
解
で
き
な
い
現
地
警
備
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

一



（
�
）

「
在
外
公
館
」
に
お
け
る
外
務
省
が
指
示
し
て
い
る
緊
急
事
態
に
対
応
し
た
館
員
向
け
の
「
緊
急
事
態
対
処
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
及
び
在
留
邦
人
向
け
の
「
安
全
の
手
引
き
」
の
作
成
状
況
に
つ
き
、
「
緊
急
事
態
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
つ
い
て
は
在
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
大
使
館
で
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
七
の
在
外
公
館
で
二
年
に
一
度
の
改

定
が
な
さ
れ
ず
、
ま
た
「
安
全
の
手
引
き
」
に
つ
い
て
は
、
在
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
、
イ
ラ
ン
大
使
館
並
び
に
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
で
は
作
成
後
二
年
以
上
改
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の

六
在
外
公
館
の
う
ち
、
在
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
使
館
で
は
防
犯
の
手
引
き
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
残
り

四
つ
に
つ
い
て
は
治
安
情
勢
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
最
新
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

（
�
）

「
在
外
公
館
」
の
中
で
「
緊
急
事
態
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
い
る
三
十
五
の
在
外
公
館
の
う
ち
、
十
三

の
在
外
公
館
が
緊
急
事
態
に
備
え
た
訓
練
を
調
査
対
象
と
し
た
期
間
に
一
度
も
実
施
し
て
お
ら
ず
、
更
に
十
一
の
在

外
公
館
で
は
「
緊
急
事
態
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
た
緊
急
事
態
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
お
ら
ず
、
警
備
訓

練
や
退
避
訓
練
な
ど
一
部
の
訓
練
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
�
）

「
在
外
公
館
」
に
お
け
る
緊
急
事
態
用
備
蓄
品
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
末
時
点
で
、
在

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
チ
ェ
コ
、
イ
ラ
ン
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
使
館
及
び
在
上
海
総
領
事
館
の
六
在

二



外
公
館
に
お
い
て
短
期
渡
航
者
用
備
蓄
品
が
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
ら
ず
、
更
に
二
十
六
の
在
外
公

館
で
短
期
渡
航
者
用
及
び
館
員
用
備
蓄
品
の
数
量
や
原
則
二
年
の
備
蓄
期
限
を
的
確
に
把
握
し
て
お
ら
ず
、
中
に
は

食
料
品
を
九
年
間
、
飲
料
水
を
四
年
間
備
蓄
し
て
い
た
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
使
館
や
、
食
料
品
や
飲
料
水
を
五
年
間
備

蓄
し
て
い
た
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
大
使
館
の
様
な
例
も
あ
る
。

（
�
）

「
在
外
公
館
」
に
お
け
る
緊
急
事
態
用
備
蓄
品
の
調
達
状
況
に
つ
い
て
、
飲
料
水
に
つ
い
て
は
十
三
の
在
外
公
館

で
現
地
調
達
を
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
内
在
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
大
使
館
、
在
シ
カ
ゴ
総
領
事
館
は
現
地
調
達

を
行
い
や
す
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
そ
の
検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
食
料
品
に
つ
い
て
は
、
現
地
調

達
が
難
し
い
と
す
る
合
理
的
理
由
が
乏
し
い
中
で
、
「
在
外
公
館
」
の
内
在
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
総
領
事
館
を
除
く

三
十
五
の
在
外
公
館
全
て
で
日
本
か
ら
調
達
し
て
い
る
。

右
六
点
の
不
備
、
問
題
点
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意
書
で
そ
の
理
由
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一

六
八
第
二
五
四
号
）
で
は
以
下
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。

�

「
御
指
摘
の
在
留
邦
人
と
の
緊
急
連
絡
網
の
作
成
及
び
右
を
通
じ
た
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
現
地
の

在
留
邦
人
数
及
び
通
信
事
情
に
よ
っ
て
は
、
全
在
留
邦
人
個
々
の
連
絡
先
を
網
羅
す
る
緊
急
連
絡
網
の
作
成
及
び
訓
練

三



の
実
施
が
必
ず
し
も
有
効
で
な
い
場
合
も
あ
り
、
例
え
ば
、
在
ベ
ル
ギ
ー
日
本
国
大
使
館
で
は
、
現
地
日
本
人
社
会
と

の
協
力
及
び
電
子
メ
ー
ル
等
可
能
な
手
段
を
通
じ
た
緊
急
情
報
の
伝
達
体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
今
次
勧
告
の
指
摘
も
踏
ま
え
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
よ
り
一
層
の
改
善
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
」

�

「
在
イ
ン
ド
日
本
国
大
使
館
閉
館
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
館
員
が
交
代
で
当
番
に
当
た
り
、
日
本
語
で

電
話
が
あ
っ
た
場
合
、
現
地
警
備
職
員
が
直
ち
に
当
番
に
電
話
を
つ
な
ぐ
こ
と
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
留
守
番
電

話
の
設
置
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
よ
り
確
実
な
緊
急
電
話
対
応
が
行
え
る
よ
う
、
日
本
語
で
も
応
対

が
可
能
と
な
る
閉
館
時
の
緊
急
電
話
対
応
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」

�
、
�

「
御
指
摘
の
在
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
日
本
国
大
使
館
に
お
い
て
は
、
館
員
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
緊
急
連
絡
先
リ
ス
ト
の
作
成
等
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
支
障
が
生
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
在

留
邦
人
も
含
め
た
「
在
留
邦
人
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
形
で
整
備
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
に
際
し
て
邦
人
援
護
が
的
確
に
行
え
る
体
制
の
環
境
に
変
化
が
生

じ
て
い
な
い
限
り
、
改
定
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
訓
練
の
実
施
等
に
つ
い
て
は
、
現
地
事
情
及
び
在
外
公
館
の

四



体
制
等
に
応
じ
て
、
そ
の
実
施
の
要
否
及
び
頻
度
並
び
に
形
態
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
次
勧

告
の
指
摘
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
と
も
確
実
な
邦
人
援
護
が
行
い
得
る
よ
う
在
外
公
館
の
緊
急
事
態
対
応
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」

�

「
御
指
摘
の
短
期
渡
航
者
用
緊
急
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
渡
航
者
の
規
模
等
を
勘
案
し
つ
つ
配
備
し
て
お

り
、
配
備
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
五
年
間
の
常
温
管
理
が
可
能
な
保
存
水
を
購
送
す
る
等
可
能
な
限
り
安
全
に
長

期
保
存
が
可
能
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
外
務
省
と
し
て
は
、
今
次
勧
告
の
指
摘
を
も
踏
ま
え

つ
つ
、
緊
急
備
蓄
品
の
適
切
な
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」

�

「
御
指
摘
の
短
期
渡
航
者
及
び
館
員
用
緊
急
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
短
期
渡
航
者
数
及
び
在
外
公
館
の
規
模

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
つ
つ
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
邦
人
援
護
等
が
的
確
に
行
い
得
る
よ
う
配
備
し
て
き
て
い
る
。
備

蓄
品
の
調
達
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
者
の
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
国
内
の
災
害
用
と
し
て
備
蓄
さ
れ
て
い
る
も

の
と
同
程
度
の
保
存
の
安
定
性
、
使
用
の
簡
便
性
及
び
耐
久
性
に
優
れ
た
災
害
時
備
蓄
用
の
保
存
水
及
び
保
存
食
品
を

調
達
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
緊
急
備
蓄
品
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
今
次
勧
告
の
指
摘
も
踏
ま
え
、
今
後
と
も

よ
り
効
率
的
な
調
達
及
び
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

五



調
達
価
格
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
必
ず
し
も
同
水
準
の
災
害
用
備
蓄
品
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
一
様
に
比
較
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
」

右
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
外
務
省
と
し
て
、
現
地
で
災
害
が
発
生
し
た
時
等
に
備
え
、
在
留
邦
人
保
護
の
観
点
よ
り
我
が

国
の
在
外
公
館
に
対
し
て
ど
の
様
な
体
制
を
と
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
外
務
省
と
し
て

は
、
各
在
外
公
館
に
対
し
て
『
邦
人
保
護
事
務
の
手
引
き
』
と
い
う
冊
子
を
配
布
し
、
海
外
で
事
件
・
事
故
、
災
害
等
の
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
邦
人
の
安
否
確
認
等
の
邦
人
援
護
が
的
確
に
行
え
る
よ
う
、
在
外
公
館
に
対
し
て
、
各
種

情
報
の
発
信
体
制
、
平
時
の
備
え
及
び
邦
人
援
護
基
盤
に
つ
い
て
、
現
地
事
情
に
即
し
た
整
備
を
指
導
し
て
い
る
。
」
と
の

答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁
で
い
う
「
現
地
事
情
に
即
し
た
整
備
の
指
導
」
と
は
、
具
体
的
に
は
各
国
の
事
情
に

よ
っ
て
は
、
外
務
省
が
配
布
し
て
い
る
「
邦
人
保
護
事
務
の
手
引
き
」
の
基
準
か
ら
外
れ
た
邦
人
保
護
体
制
を
敷
く
こ
と
も

許
容
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

二

ベ
ル
ギ
ー
共
和
国
に
在
留
す
る
邦
人
数
と
同
国
の
通
信
事
情
に
つ
き
説
明
さ
れ
た
い
。

三

「
勧
告
」
に
よ
り
（
�
）
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
�
で
外
務
省
が
「
現
地
の
在
留
邦
人
数
及
び
通
信
事
情
に

六



よ
っ
て
は
、
全
在
留
邦
人
個
々
の
連
絡
先
を
網
羅
す
る
緊
急
連
絡
網
の
作
成
及
び
訓
練
の
実
施
が
必
ず
し
も
有
効
で
な
い
場

合
も
あ
る
」
旨
答
弁
す
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。
右
は
、
外
務
省
自
身
が
在
外
公
館
に
課
し
て
い
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
携
帯
電

話
を
含
む
有
線
電
話
に
よ
る
緊
急
連
絡
網
を
作
成
す
る
上
で
、
二
の
ベ
ル
ギ
ー
共
和
国
に
在
留
す
る
邦
人
数
が
多
過
ぎ
る
か

ま
た
は
少
な
過
ぎ
る
か
、
ま
た
同
国
の
通
信
事
情
は
障
碍
と
な
る
と
い
う
こ
と
か
。
明
確
な
説
明
を
求
め
る
。

四

�
で
外
務
省
は
「
在
ベ
ル
ギ
ー
日
本
国
大
使
館
で
は
、
現
地
日
本
人
社
会
と
の
協
力
及
び
電
子
メ
ー
ル
等
可
能
な
手
段
を

通
じ
た
緊
急
情
報
の
伝
達
体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
現
在
在
ベ
ル
ギ
ー
日
本
国
大

使
館
で
ど
の
様
な
緊
急
情
報
の
伝
達
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

五

「
勧
告
」
に
よ
り
（
�
）
で
在
タ
イ
、
チ
ェ
コ
大
使
館
並
び
に
在
上
海
総
領
事
館
で
は
、
緊
急
連
絡
網
は
整
備
さ
れ
て
い

な
が
ら
も
有
効
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
情
報
伝
達
訓
練
も
未
実
施
で
、
更
に
「
在
外
公
館
」
の
中
で
定
期
的
に
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
皆
無
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
、
�
で
外
務
省
が
「
現
地
の
在
留
邦
人

数
及
び
通
信
事
情
に
よ
っ
て
は
、
全
在
留
邦
人
個
々
の
連
絡
先
を
網
羅
す
る
緊
急
連
絡
網
の
作
成
及
び
訓
練
の
実
施
が
必
ず

し
も
有
効
で
な
い
場
合
も
あ
る
」
旨
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
は
外
務
省
が
タ
イ
と
チ
ェ
コ
で
は
緊
急
連
絡
網
が
有
効
に
機
能

せ
ず
、
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
て
い
な
く
て
も
、
邦
人
保
護
に
こ
れ
ま
で
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

七



き
た
す
可
能
性
は
な
い
と
、
更
に
は
、
情
報
伝
達
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
く
て
も
「
在
外
公
館
」
の
あ
る
国
に
お
い
て

邦
人
保
護
に
こ
れ
ま
で
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
き
た
す
可
能
性
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
か
。

六

「
勧
告
」
に
よ
り
（
�
）
で
在
イ
ン
ド
大
使
館
で
は
留
守
番
電
話
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
語
を
十
分
理
解
で
き
な

い
現
地
人
警
備
員
が
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
、
�
で
外
務
省
が
「
基
本
的
に
館
員
が
交
代

で
当
番
に
当
た
り
、
日
本
語
で
電
話
が
あ
っ
た
場
合
、
現
地
警
備
職
員
が
直
ち
に
当
番
に
電
話
を
つ
な
ぐ
こ
と
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
留
守
番
電
話
の
設
置
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
は
、
こ
れ
ま
で
在
イ
ン
ド
大
使
館

に
お
い
て
右
の
様
な
体
制
を
と
っ
て
き
て
も
、
邦
人
保
護
に
何
の
支
障
も
き
た
し
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
支
障

を
き
た
す
可
能
性
は
な
い
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
か
ら
か
。

七

�
で
外
務
省
は
「
よ
り
確
実
な
緊
急
電
話
対
応
が
行
え
る
よ
う
、
日
本
語
で
も
応
対
が
可
能
と
な
る
閉
館
時
の
緊
急
電
話

対
応
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
現
在
在
イ
ン
ド
大
使
館
に
お
い
て
導

入
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
緊
急
電
話
対
応
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の
様
な
シ
ス
テ
ム
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

八

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
イ
ラ
ン
及
び
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
治
安
状
況
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

八



九

「
勧
告
」
に
よ
り
（
�
）
で
在
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
大
使
館
で
は
「
緊
急
事
態
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
作
成
さ
れ
て
お
ら

ず
、
さ
ら
に
七
の
在
外
公
館
で
二
年
に
一
度
の
改
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
「
安
全
の
手
引
き
」
に
つ
い
て
は
在

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
イ
ラ
ン
大
使
館
並
び
に
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
で
は
作

成
後
二
年
以
上
改
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
六
在
外
公
館
の
う
ち
在
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
使
館
で
は
防
犯
の
手
引
き

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
残
り
四
つ
に
つ
い
て
は
治
安
情
勢
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
最
新
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
、
（
�
）
で
は
「
在
外
公
館
」
の
中
で
「
緊
急
事
態
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
て
い
る
三
十
五
の
在
外
公

館
の
う
ち
十
三
の
在
外
公
館
で
緊
急
事
態
に
備
え
た
訓
練
が
調
査
対
象
と
し
た
期
間
に
一
度
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

更
に
十
一
の
在
外
公
館
で
は
「
緊
急
事
態
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
た
緊
急
事
態
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
お
ら
ず
、

警
備
訓
練
や
退
避
訓
練
な
ど
一
部
の
訓
練
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
�
、
�
で
外
務
省
は
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
に
際
し
て
邦
人
援
護
が
的
確
に
行
え
る
体
制
の
環
境
に
変
化
が
生
じ
て
い
な

い
限
り
、
改
定
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
訓
練
の
実
施
等
に
つ
い
て
は
、
現
地
事
情
及
び
在
外
公
館
の
体
制
等
に
応
じ

て
、
そ
の
実
施
の
要
否
及
び
頻
度
並
び
に
形
態
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右
は
、
八
の
マ
レ
ー
シ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
イ
ラ
ン
及
び
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
治
安
状
況
が
「
安
全
の
手
引

九



き
」
を
二
年
以
上
改
定
す
る
必
要
が
な
い
程
安
定
し
て
お
り
、
ま
た
メ
キ
シ
コ
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
つ
い
て
は
「
安
全
の
手
引

き
」
に
防
犯
の
手
引
き
を
盛
り
込
む
必
要
が
な
い
程
同
国
に
お
い
て
邦
人
が
犯
罪
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
低
い
と
外
務
省
が

認
識
し
て
い
る
か
ら
か
。
ま
た
、
「
在
外
公
館
」
の
う
ち
の
十
三
の
在
外
公
館
で
緊
急
事
態
に
備
え
た
訓
練
が
調
査
対
象
と

し
た
期
間
に
一
度
も
実
施
さ
れ
ず
、
十
一
の
在
外
公
館
で
は
「
緊
急
事
態
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
た
緊
急
事
態
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
な
く
、
警
備
訓
練
や
退
避
訓
練
な
ど
一
部
の
訓
練
に
留
ま
っ
て
い
る
の
も
、
右
の
体
制
で
邦
人

保
護
に
こ
れ
ま
で
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
が
な
く
、
今
後
も
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
な
い
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
か

ら
か
。

十

「
勧
告
」
に
よ
り
（
�
）
で
「
在
外
公
館
」
に
お
け
る
緊
急
事
態
用
備
蓄
品
の
管
理
状
況
に
つ
き
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月

末
時
点
で
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
チ
ェ
コ
、
イ
ラ
ン
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
使
館
及
び
在
上
海
総
領
事
館
の

六
在
外
公
館
に
お
い
て
短
期
渡
航
者
用
備
蓄
品
が
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
誰
も
承
知
し
て
お
ら
ず
、
更
に
二
十
六
の
在
外

公
館
で
短
期
渡
航
者
用
及
び
館
員
用
備
蓄
品
の
数
量
や
原
則
二
年
の
備
蓄
期
限
を
誰
も
的
確
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
更
に
は
食
料
品
を
九
年
間
、
飲
料
水
を
四
年
間
備
蓄
し
て
い
た
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
使
館
や
、
食
料
品
や
飲
料
水
を
五
年

間
備
蓄
し
て
い
た
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
大
使
館
の
様
な
例
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
�
で
外
務
省
は

一
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「
御
指
摘
の
短
期
渡
航
者
用
緊
急
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
渡
航
者
の
規
模
等
を
勘
案
し
つ
つ
配
備
し
て
お
り
、
配
備

に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
五
年
間
の
常
温
管
理
が
可
能
な
保
存
水
を
購
送
す
る
等
可
能
な
限
り
安
全
に
長
期
保
存
が
可
能

な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
短
期
渡
航
者
用
備
蓄
品
が
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
使
館
員
の
誰
も

承
知
し
て
お
ら
ず
、
短
期
渡
航
者
用
及
び
館
員
用
備
蓄
品
の
数
量
や
原
則
二
年
の
備
蓄
期
限
を
大
使
館
員
の
誰
も
的
確
に
把

握
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
行
政
上
の
不
作
為
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
に
対
し
て
外
務
省
が
�
の
様
な
言
い
訳
を
す
る
の
は
な

ぜ
か
。
（
�
）
の
指
摘
は
真
実
を
述
べ
た
も
の
で
な
い
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
か
ら
か
。

十
一

「
前
回
答
弁
書
」
で
、
外
務
省
は
（
�
）
か
ら
（
�
）
ま
で
の
指
摘
に
つ
い
て
、
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
特

殊
事
情
に
即
し
た
手
段
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
一
概
に
す
べ
て
御
指
摘
の
よ
う
に
『
不
備
』
と
判
断
す
る

こ
と
は
適
切
で
な
い
と
考
え
る
が
、
今
次
勧
告
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
諸
点
に
つ
い
て
は
、
邦
人
保
護
の
観
点
か
ら
改
善
す
べ

き
点
は
改
善
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
反
論
し
て
い
る
が
、
で
は
外
務
省
が
右
の
様
に
「
一
概
に
す
べ
て
御
指
摘
の
よ

う
に
『
不
備
』
と
判
断
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
」
と
主
張
す
る
根
拠
を
（
�
）
か
ら
（
�
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
全
て

明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

十
二

外
務
省
が
「
前
回
答
弁
書
」
で
「
今
次
勧
告
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
諸
点
に
つ
い
て
は
、
邦
人
保
護
の
観
点
か
ら
改
善
す

一
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べ
き
点
は
改
善
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
右
は
今
回
「
勧
告
」
に
よ
り
（
�
）
か
ら
（
�
）
の
指
摘

を
受
け
る
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
全
く
問
題
意
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
外
務
省
は
（
�
）
か
ら

（
�
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
「
今
次
勧
告
の
指
摘
も
踏
ま
え
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
よ
り
一
層
の
改
善
に
努
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
」
「
よ
り
確
実
な
緊
急
電
話
対
応
が
行
え
る
よ
う
、
日
本
語
で
も
応
対
が
可
能
と
な
る
閉
館
時
の
緊
急
電

話
対
応
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
「
今
次
勧
告
の
指
摘
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
と
も
確
実
な

邦
人
援
護
が
行
い
得
る
よ
う
在
外
公
館
の
緊
急
事
態
対
応
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
「
今
次
勧
告
の
指

摘
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、
緊
急
備
蓄
品
の
適
切
な
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
右
は
「
勧

告
」
に
よ
り
（
�
）
か
ら
（
�
）
の
指
摘
を
受
け
て
初
め
て
右
の
様
な
問
題
点
、
改
善
す
べ
き
点
に
気
付
い
た
と
い
う
こ
と

か
。

十
三

「
勧
告
」
に
よ
り
（
�
）
で
「
在
外
公
館
」
に
お
け
る
緊
急
事
態
用
備
蓄
品
の
調
達
状
況
に
つ
い
て
、
飲
料
水
（
以

下
、
「
飲
料
水
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
十
三
の
在
外
公
館
で
現
地
調
達
が
な
さ
れ
ず
、
し
か
も
そ
の
内
在
イ
タ
リ
ア
、

ロ
シ
ア
大
使
館
、
在
シ
カ
ゴ
総
領
事
館
は
現
地
調
達
を
行
い
や
す
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
そ
の
検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
ま
た
食
料
品
（
以
下
、
「
食
料
品
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
達
が
難
し
い
と
す
る
合
理
的
理
由
が

一
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乏
し
い
中
で
「
在
外
公
館
」
の
内
在
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
総
領
事
館
を
除
く
三
十
五
の
在
外
公
館
全
て
で
日
本
か
ら
「
食
料

品
」
を
調
達
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
�
で
外
務
省
は
「
備
蓄
品
の
調
達
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
利
用
者
の
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
国
内
の
災
害
用
と
し
て
備
蓄
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
程
度
の
保
存
の
安
定
性
、
使
用

の
簡
便
性
及
び
耐
久
性
に
優
れ
た
災
害
時
備
蓄
用
の
保
存
水
及
び
保
存
食
品
を
調
達
し
て
き
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
右

答
弁
は
（
�
）
の
指
摘
に
対
す
る
反
論
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
「
飲
料
水
」
に
つ
い
て
、
在
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
大
使
館
、

在
シ
カ
ゴ
総
領
事
館
に
お
い
て
現
地
調
達
の
検
討
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
、
ま
た
「
食
料
品
」
に
つ
い
て
、
現

地
調
達
が
難
し
い
と
す
る
合
理
的
理
由
が
乏
し
い
中
「
在
外
公
館
」
の
う
ち
三
十
五
の
在
外
公
館
に
お
い
て
日
本
か
ら
調
達

し
て
い
る
理
由
に
つ
き
、
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

十
四

十
三
で
、
在
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
大
使
館
、
在
シ
カ
ゴ
総
領
事
館
に
お
い
て
「
飲
料
水
」
の
現
地
調
達
の
検
討
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
五

�
で
外
務
省
は
「
調
達
価
格
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
必
ず
し
も
同
水
準
の
災
害
用
備
蓄
品
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
一
様

に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
で
は
「
飲
料
水
」
並
び
に
「
食
料
品
」
と
も
に
十
分
に
現
地

調
達
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
米
国
の
シ
カ
ゴ
市
に
お
い
て
は
我
が
国
と
同
水
準
の
「
飲
料
水
」

一
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が
手
に
入
ら
ず
、
「
食
料
品
」
に
つ
い
て
は
「
在
外
公
館
」
の
う
ち
三
十
五
の
在
外
公
館
が
あ
る
国
・
地
域
で
は
我
が
国
と

同
水
準
の
「
食
料
品
」
が
手
に
入
ら
な
い
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
か
ら
な
の
か
。

十
六

十
五
で
、
外
務
省
が
そ
う
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
、
十
五
で
挙
げ
た
国
・
地
域
で
我
が
国
と
同
水
準
の
「
飲
料
水
」
並

び
に
「
食
料
品
」
が
手
に
入
ら
な
い
と
主
張
す
る
根
拠
と
な
る
客
観
的
事
実
を
挙
げ
ら
れ
た
い
。

十
七

（
�
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
在
外
公
館
に
お
い
て
、
「
飲
料
水
」
と
「
食
料
品
」
の
現
地
調
達
を
行
わ
な
い
と
決
定
し

た
者
の
官
職
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
八

「
前
回
答
弁
書
」
で
外
務
省
は
（
�
）
の
指
摘
に
対
し
て
�
で
「
緊
急
備
蓄
品
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
今
次
勧
告
の
指

摘
も
踏
ま
え
、
今
後
と
も
よ
り
効
率
的
な
調
達
及
び
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

外
務
省
は
い
つ
か
ら
右
の
様
な
考
え
を
有
す
る
に
至
っ
た
か
。
「
勧
告
」
に
よ
り
（
�
）
の
指
摘
を
受
け
て
初
め
て
緊
急
備

蓄
品
の
調
達
方
法
の
問
題
点
、
改
善
す
べ
き
点
に
気
付
い
た
の
か
。

十
九

「
在
外
公
館
」
以
外
の
我
が
国
の
在
外
公
館
で
、
緊
急
事
態
用
備
蓄
品
を
現
地
調
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。
あ

る
の
な
ら
ば
、
そ
の
在
外
公
館
を
全
て
挙
げ
ら
れ
た
い
。

二
十

十
九
の
在
外
公
館
で
現
地
調
達
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
で
我
が
国
と
同
水
準
の
緊
急
事
態
用

一
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備
蓄
品
が
あ
る
か
ら
か
。

二
十
一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
「
在
外
公
館
」
を
含
む
全
百
九
十
六
の
我
が
国
の
在
外
公
館
の
土
日
祝
日
の
業
務
体
制
に
つ

い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
在
外
公
館
の
休
館
時
に
お
い
て
は
、
邦
人
保
護
及
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

観
点
か
ら
、
在
外
邦
人
の
緊
急
の
要
請
に
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
例
え
ば
「
勧
告
」
で
は
（
�
）
の
在
イ
ン
ド
大
使
館
の
ケ
ー
ス
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
（
�
）
、
（
�
）
か
ら

（
�
）
の
不
備
、
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
外
務
省
が
右
の
様
に
認
識
す
る
客
観
的
な
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二
十
二

ま
た
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
在
外
公
館
」
を
含
む
全
百
九
十
六
の
我
が
国
の
在
外
公
館
の
土
日
祝
日
の
業
務
体

制
に
つ
い
て
「
我
が
国
在
外
公
館
で
は
、
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
一
号
）
に
準
拠

し
、
か
つ
同
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
行
政
機
関
の
休
日
の
う
ち
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
及
び
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
に
つ
い
て
、
来
館
者
等
の
利
便
性

等
も
考
慮
し
つ
つ
、
在
外
公
館
所
在
国
・
地
域
の
祝
休
日
及
び
我
が
国
の
祝
休
日
の
中
か
ら
、
行
政
機
関
の
休
日
に
関
す
る

法
律
に
て
規
定
さ
れ
て
い
る
日
数
の
範
囲
内
で
休
館
日
を
設
定
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
は
休
館
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日
を
設
け
ず
に
領
事
業
務
を
行
う
考
え
を
現
時
点
で
外
務
省
は
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二
十
三

国
際
化
が
進
み
、
海
外
渡
航
を
す
る
邦
人
が
増
え
て
い
る
の
と
同
時
に
、
海
外
に
お
い
て
邦
人
が
盗
難
に
遭
う
等
の

事
件
も
増
え
て
い
る
現
状
を
鑑
み
て
も
、
館
員
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
土
日
祝
日
に
業
務
に
当
た
っ
た
館
員
に
は
代

休
を
取
ら
せ
る
な
ど
の
方
策
で
、
在
外
公
館
の
領
事
業
務
に
つ
い
て
は
邦
人
保
護
の
観
点
か
ら
休
館
日
を
設
け
ず
に
、
三
百

六
十
五
日
対
応
で
き
る
体
制
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。
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